














まとめ:

極小未熟児で出生し、知能面および運動障害からみて軽度障害児あるいは境界児となった

児の療育と進路を検討した。乳児期・幼児期・学童期にわけて検討したところ、各期の発

達に沿った問題があり、その内容が変化しており、各々の問題に対しての個別対応が必要

であった。学童期就学後も経過追跡と問題点の把握と対応が必要と思われた。


